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医療法人篠田好生会 

カスタマーハラスメントに対する基本方針 

（カスタマーハラスメントに対する基本方針） 

     医療法人篠田好生会（以下、当法人）は、常に患者様の権利を重んじ、地域に根ざし信頼さ

れる病院を目指すという病院の理念を基に、より良い医療の提供を心がけています。一方で、

ごく一部の患者やご家族等からの要求、言動の中には、職員の人格を否定する言動、暴力、セ

クシュアルハラスメント等、職員の尊厳を傷つけるなどの迷惑行為事例が見受けられるように

なりました。そのような行為から職員を守ることも持続的に医療を提供するには不可欠と考え、

「カスタマーハラスメントに対する基本方針」を定めました。当法人としては職員や患者・家

族の人権を守るためこれらの要求や言動に対しては、場合に応じて診療をお断りし、警察に通

報するなど毅然とした態度で対応します。 

 

（定義） 

第 1条 カスタマーハラスメントとは、患者、ご家族、その関係者、当法人を利用される方からの妥当

性を欠いた要求や、社会通念上不相当な言動により、職員の就業環境あるいは他の患者の療養

環境が害される行為をカスタマーハラスメントと定義します。 

 

以下、対象となる行為 

第 2条 ①不当な要求・業務妨害（解決困難な要求や執拗な苦情の繰り返し、長時間または複数回にわ

たる説明の強要、対面・電話での長時間拘束、謝罪や謝罪文の執拗な要求、医療業務に支障を

来す行為 

②暴行・傷害（身体的な攻撃） 

    ③脅迫・名誉棄損・侮辱・ひどい暴言・中傷・土下座の強要（精神的な攻撃） 

    ④威圧的な言動・態度 

    ⑤差別的な発言 

    ⑥セクシャルハラスメント 

    ⑦ルール違反・迷惑行為（飲酒・喫煙・無断撮影・録音・危険物の持込） 

    ⑧職員個人への攻撃、要求等 

    ⑨他患者への迷惑行為 

    ⑩交通費の請求や診療費の不払い要求 

    ⑪謝罪の要求 

    ⑫その他、診療や院内秩序に重大な支障をきたす迷惑行為全般 

 

（カスタマーハラスメント発生時の対応） 

第 3条 ①職員から注意・警告をする。 

②診療継続のお断り 
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③職員から院内・敷地内からの退去要請 

④警察への通報 

⑤法的措置 

 

 

 

 

予めご了承いただくとともに、ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

                                令和 8年 10月 1日 

                            医療法人篠田好生会 理事長 


